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第 1５回まちづくりネットモニター「日本遺産」 

（実施期間：2025 年 12 月３日～12 月 12 日 10 日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査概要 

 ・回答方法   専用ウェブサイトからの回答 

 ・モニター数  427 人（男性 185 名 女性 241 名 不明１名） 

 ・回答数    367 人（男性 154 名 女性 212 名 不明１名） 

 ・回答率    85.9% 
  

結果概要 

【安積開拓・安積疏水・日本遺産の認知度】 

 ・安積開拓・安積疏水の認知度は前回（2024 年 12 月）から 3.2 ポイント増加し 91.6％ 

  となった。（問２） 

 ・年代別でみると、10-20 代の日本遺産認定の認知度が低く、年代が上がるにつれて認知度

向上の傾向が見られる。（問１、２、６） 

【安積開拓・安積疏水の関心度】 

 ・安積開拓・安積疏水に対して、７割近くの人が関心をもっている（問５） 

 ・8 割以上の人が「日本遺産」の認定を誇りに感じている。（問７） 

【日本遺産に関する取組】 

・広く一般に知られている構成文化財（開成山公園等）を訪れる人の日本遺産認定の認知度

が低いことから、これらの人をターゲットに日本遺産認定や日本遺産ストーリーを訴求し

ていくことが効果的である。（問９） 

 ・日本遺産に関する取組に興味・関心を持つ層を増やしていくためには、ウェブサイトのア

クセシビリティ向上や発信する情報の充実、パンフレット等の配架場所の工夫など、日本

遺産ストーリーに触れる機会を増やすことが重要である。（問 18） 

考察 

 ・８割の人が安積開拓・安積疏水に関するストーリーが日本遺産に認定されたことを誇りに

感じており、郷土愛の醸成に、日本遺産制度が有効に機能していることが分かる。 

 ・認知度を向上させる手段として特に若年層に向けた情報発信が重要である。その手段とし

て、若者が頻繁に利用する SNS や動画コンテンツを利用した PR が効果的と考えられる。 

【参考】 

日本遺産 

ウェブページ 

 安積開拓・安積疏水に関するストーリーが 2016（平成 28）年に「日本遺産」として

認定されました。 

 「日本遺産」とは、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るス

トーリーを文化庁が認定するものです。ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる

有形や無形の様々な文化財群を、地域が主体となって総合的に整備・活用し、国内だ

けでなく海外へも戦略的に発信していくことにより、地域の活性化を図ることを目的

としています。 

10－20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 計

男性 4人 12人 27人 39人 36人 24人 12人 154人

女性 10人 27人 64人 60人 41人 9人 1人 212人

不明 1人 1人

計 15人 39人 91人 99人 77人 33人 13人 367人
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※複数回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出しました。したがって、複

数回答の設問は、すべての比率を合計すると 100.0%を超えることがあります。 

問１ 文化庁が地域の文化や伝統が語られているストーリーを「日本遺産」として認定し

ていることを御存知ですか？（１つ選択）（回答者数：367 人） 
 
【問 1 認知度】         【問１認知度×過去調査】認知度の過去からの推移 

 

① 【問１認知度×年代別】年代別の認知度を比較 

 
② 【問１認知度×性別】性別の認知度を比較 

 

76.9%

87.9%

67.5%

66.7%

48.4%

61.5%

46.7%

15.4%

12.1%

29.9%

26.3%

33.0%

25.6%

33.0%

7.7%

2.6%

7.1%

18.7%

12.8%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

① 前回調査よりも 2.9 ポイント上昇し、日本遺産認定の認知度は 63.2％であった。 

② 全ての世代において４割を超えており、年代が上がるにつれて認知度が高くなる傾向が

ある。 

③ 性別でみると、男女ともに認知度が５割を超えている。 

→認知度の向上がシビックプライドの向上に寄与していることから、10-20 代および 40

代の認知度向上が重要である。 

第１章 日本遺産の認知度について 

知っている

232人(63.2%)

聞いたことはある

が内容は知らない

100人(27.2%)

全く知らない

35人(9.5%)

52.8% 60.3%
63.2%

29.6% 29.8%
27.2%

17.7%
9.9%

9.5%

0%

20%

40%

60%

2023年 2024年 2025年

知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

全く知らない

57.5%

71.4%

29.7%

23.4%

12.7%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（212人）

男性

（154人）
知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない

全く知らない
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問２ 「安積開拓・安積疏水」を御存知ですか？（１つ選択）（回答者数：367 人） 

 

【問２認知度】        【問 2認知度×過去調査】認知度の過去からの推移 

 

① 【問２認知度×年代別】年代別の認知度を比較 

 

② 【問２認知度×性別】性別の認知度を比較 

  

 

知っている

336人

（91.6 %）

聞いたことはある

が内容は知らない

28人（7.6%）

全く知らない

3人（0.8%）

100.0%

100.0%

93.5%

89.9%

89.0%

94.9%

73.3%

6.5%

10.1%

9.9%

5.1%

13.3%

1.1%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

88.7%

95.5%

9.9%

4.5%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（212人）

男性

（154人）
知っている

聞いたことはあるが内

容は知らない

全く知らない

① 安積開拓・安積疏水に対する認知度は 91.6％と前回調査と比較して 3.2 ポイント増加。 

② 年代別でみると、30 代以上の全ての世代で 8 割以上が認知している。 

③ 性別でみると、男性の 95％が認知しており、女性の認知度も 80%を超えている。 

→世代や性別を問わず、地域の歴史である「安積開拓・安積疏水」への認知が広がっている。 

87.2% 88.4% 91.6%

11.6% 10.2% 7.6%

1.2% 1.4%
0.8%0%

20%

40%

60%

80%

100%

2023年 2024年 2025年

知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

全く知らない
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問３ 問２で「知っている」「聞いたことはあるが内容は知らない」を選択した方にお伺

いします。 

「安積開拓・安積疏水」について、どのような媒体から知りましたか︖（複数選択可） 
 
① 【問３認知媒体】安積開拓・安積疏水を何の情報媒体から知ったか調査 

 （回答者数：364 人） 

 
② 【問３認知媒体×年代別】認知媒体を年代別で比較 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

31人（8.5％）

31人（8.5％）

37人（10.2％）

37人（10.2％）

43人（11.8％）

74人（20.3％）

88人（24.2％）

98人（26.9％）

165人（45.3％）

197人（54.1％）

0人 40人 80人 120人 160人 200人

雑誌

知人

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ

ﾎﾟｽﾀｰ

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ

ﾃﾚﾋﾞ

新聞

授業・講座

広報こおりやま

10-20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

広報こおりやま 23.1% 53.8% 43.3% 54.5% 64.9% 66.7% 61.5%

授業・講座 69.2% 43.6% 52.2% 48.5% 33.8% 42.4% 30.8%

新聞 0.0% 15.4% 16.7% 20.2% 33.8% 66.7% 69.2%

ﾃﾚﾋﾞ 15.4% 23.1% 16.7% 20.2% 33.8% 30.3% 46.2%

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 15.4% 17.9% 10.0% 24.2% 27.3% 33.3% 0.0%

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 0.0% 7.7% 2.2% 8.1% 26.0% 24.2% 15.4%

ﾎﾟｽﾀｰ 0.0% 2.6% 8.9% 9.1% 18.2% 15.2% 0.0%

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ 7.7% 10.3% 11.1% 7.1% 9.1% 18.2% 15.4%

知人 7.7% 12.8% 7.8% 9.1% 7.8% 3.0% 15.4%

雑誌 0.0% 5.1% 3.3% 5.1% 18.2% 15.2% 15.4%

※「％」は各年代の回答者数に占める割合 

① 認知媒体として、半数以上が「広報こおりやま」と回答している。 

② 10-20 代の約 7 割、その他の世代でも 30％以上が「授業・講座」と回答している。 

③ その他意見として、「子どもが学校で習い、教えてくれました」と答えた人が多かった。 

→安積開拓・安積疏水の認知度向上に、学校教育や市政きらめき出前講座が大きく寄与して

いることが分かる。 
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問４ 「安積開拓・安積疏水」などの情報収集をする方法として、次のどれを一番利用し

ますか？（複数選択可） 
 
① 【問４情報収集媒体】日頃から何の媒体で情報収集しているか調査 

（回答者数：367 人） 

 
 
②【問２:知らない人のうち、問４情報収集媒体】安積開拓・安積疏水を知らない人は 
 どんな情報収集をしているか 

（回答者数：45 人） 

 
 

 

8人(2.2%)

10人(2.7%)

14人(3.8%)

23人(6.3%)

30人(8.2%)

44人(12.0%)

49人(13.4%)

53人(14.4%)

145人(39.5%)

190人(51.8%)

0人 50人 100人 150人 200人

ラジオ

雑誌

その他

ポスター・チラシ

フリーペーパー（※）

新聞

テレビ

ソーシャルメディア

ウェブサイト

広報こおりやま

1人(2.2%)

1人(2.2%)

1人(2.2%)

2人(4.4%)

2人(4.4%)

3人(6.7%)

3人(6.7%)

4人(8.9%)

9人(20.0%)

19人(42.2%)

0人 5人 10人 15人 20人

雑誌

ラジオ

その他

新聞

ソーシャルメディア

ポスター・チラシ

フリーペーパー

テレビ

ウェブサイト

広報こおりやま

① 情報収集媒体としては、「広報こおりやま」と回答した人が半数以上おり、次いでウェブ

サイトと回答した人は 3 割以上であった。 

② 問２で「安積開拓・安積疏水を知らない人」の情報収集媒体でも、「広報こおりやま」

と回答した人は 4 割以上、ウェブサイトと回答した人は 2 割であった。 

→認知度向上のためには、「広報こおりやま」と「ウェブサイト」を横断的に活用した広報

活動を行っていくことが効果的である。 

※フリーペーパーとは、広告収入を元に定期的に無料で配布される印刷物。 
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問５ 「安積開拓・安積疏水」について、どの程度関心がありますか？（１つ選択） 

                            （回答者数：367 人） 

① 【問５関心度】        ②【問５関心度×過去調査】関心度の過去からの推移 

 
 

② 【問５関心度×職業別】関心度を職業別で比較 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に

関心がある

58人（15.8%）

関心がある

193人

（52.6%）

あまり関心

がない

99人(27.0%)

全く関心がない

17人(4.6%)

39.3%

100.0%

12.5%

5.7%

15.0%

10.0%

13.6%

6.5%

42.9%

75.0%

67.1%

55.0%

30.0%

50.0%

54.3%

17.9%

12.5%

24.3%

30.0%

40.0%

31.2%

28.3%

2.9%

20.0%

5.4%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職・その他(56人)

農林業(3人)

団体職員(8人)

主婦・主夫(70人)

自営業(20人)

学生(10人)

会社員(154人)

ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ(46人)

非常に関心がある 関心がある あまり関心がない 全く関心がない

① 関心がある人（非常に関心がある+関心がある）は前回よりも 0.6 ポイント増加し 68.4％

であった。 

② 職業別でみると、他の職業に比較して学生の関心度が低い。 

→学生の関心度を上げることで、全体の関心度を高めることが出来る。 

16.2%
14.9% 15.8%

49.9%
52.9% 52.6%

30.4% 27.5%
27.0%

4.4% 4.7%
4.6%

0%

20%

40%

60%

2023年 2024年 2025年

非常に

関心がある

関心がある

あまり関心がない 全く関心がない
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問６ 安積開拓・安積疏水のストーリーが「日本遺産」に認定されたことをご存知ですか？ 

（１つ選択）                      （回答者数：367 人） 

① 【問６認知度】      ②【問６認知度×過去調査】認知度の過去からの推移 

  

③【問６認知度×年代別】年代別の認知度を比較 

 
③ 【問６認知度×職業別】職業別の認知度を比較 

  

 

84.6%

84.8%

77.9%

75.8%

67.0%

74.4%

66.7%

15.4%

15.2%

22.1%

24.2%

33.0%

25.6%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

知っている

知らない

89.3%

100.0%

87.5%

68.6%

80.0%

50.0%

72.7%

71.7%

10.7%

12.5%

31.4%

20.0%

50.0%

27.3%

28.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職・その他(56人)

農林業(3人)

団体職員(8人)

主婦（夫）(70人)

自営業(20人)

学生(10人)

会社員(154人)

パート・アルバイト(46人)

知っている

知らない

① 日本遺産認定の認知度は、前回調査よりも 2.8 ポイント増加し 74.7％であった。 

② 年代別でみると、全ての世代で 6 割を超えている。 

③ 職業別でみると、ほとんどの職業において７割を超えている。 

→前回調査に比べ認知度が増加しており、日本遺産関連の取組みについては継続して実施し

ていくことが重要である。 

知っている

274人(74.7%)

全く知らない

93人(25.3%)

61.0% 57.6%

65.3%

71.1%
64.1%

67.5% 66.4%

71.9%

74.7%

0%

20%

40%

60%

80%

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
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問７ 安積開拓・安積疏水のストーリーが「日本遺産」に認定されたことを誇りに思いま

すか？（１つ選択）                    （回答者数：367 人） 

 

① 【問７誇り】          ②【問７誇り×年代別】年代別に比較 

    

 

 

② 【問７誇り×性別】性別で比較 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

26.4%

32.5%

55.7%

50.0%

15.6%

14.3%

0.5%

1.9%

1.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（212人）

男性

（154人）

非常に思う 思う どちらでもない 思わない 全く思わない

① ８割以上の人が「日本遺産」に認定されたことを誇りに感じている。 

② 年代別や性別で比較してみても、隔たりなく誇りに感じている人が多く、特に 50 代以

上の全ての世代で 8 割以上の人が誇りに感じている。 

→「日本遺産」の認定がシビックプライドの醸成に寄与していることが分かる。 

非常に思う

106人(28.9%)

思う

196人

(53.4%)

どちらでもない

55人

(15.0%)

思わない4人(1.1%)
全く思わない6人(1.6%)

61.5%

45.5%

24.7%

29.3%

23.1%

25.6%

26.7%

30.8%

39.4%

57.1%

57.6%

53.8%

56.4%

46.7%

7.7%

15.2%

18.2%

10.1%

17.6%

15.4%

20.0%

2.0%

1.1%

6.7%

1.0%

4.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

非常に思う 思う どちらでもない 思わない 全く思わない
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問８ 文化庁による日本遺産総括評価・継続審査（いわゆる取消制度）において、令和７

年７月に安積開拓・安積疏水のストーリーが認定継続となったことを知っていますか？

（１つ選択）                     （回答者数：367 人） 

 

① 【問８認知度】        ②【問８認知度×年代別】年代別の認知度を比較 

 

 

 

 

 

② 【問８認知度×職業別】職業別の認知度を比較 

 

 

 

 

 

39.3%

66.7%

50.0%

30.0%

35.0%

10.0%

24.7%

13.0%

60.7%

33.3%

50.0%

70.0%

65.0%

90.0%

75.3%

87.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職・その他(56人)

農林業(3人)

団体職員(8人)

主婦（夫）(70人)

自営業(20人)

学生(10人)

会社員(154人)

パート・アルバイト(46人)

知っている

知らない

① 日本遺産総括評価・継続審査による安積疏水の認定継続に関する認知調査で、「知ってい

る」と答えた人は全体の 3 割弱であった。 

② 年代別でみると、60 代から 70 代で 4 割を超えている。 

③ 職業別でみると、学生やパート・アルバイトは 1 割程度と職業により認知度に差がある。 

→安積疏水に関する新しい情報は若い世代に認知されにくい傾向がある。 

知っている

101人(27.5%)

全く知らない

266人(72.5%)

30.8%

42.4%

42.9%

28.3%

14.3%

17.9%

13.3%

69.2%

57.6%

57.1%

71.7%

85.7%

82.1%

86.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

知っている 知らない
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問９ 日本遺産に認定された安積開拓・安積疏水ストーリー（以下、日本遺産ストーリー）

は 38 の文化財で構成されています。構成文化財の中で、実際に訪れたことがある場所は

どこですか？（複数選択可）              （回答者数：367 人） 
 
① 【問 9 訪問実績】日本遺産に関係するスポットへの訪問実績を調査 

 

② 【問 9 訪問実績×問６認知度】各スポット訪問実績がある人のうち、どれくらい日

本遺産認定を認知しているか 

 

 

354人

(96.5%) 333人

(90.7%)

332人

(90.5%) 306人

(83.4%)
253人

(68.9%)
197人

(53.7%)

130人

(35.4%)
126人

(34.3%)
116人

(31.6%) 92人

(25.1%) 54人

(14.7%)
50人

(13.6%) 27人

(7.4%)

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

350人

400人

75.1% 75.4% 75.9%

77.8% 81.0%

83.2%

89.2%

75.4% 71.6%

90.2%

92.6%

88.0%

100.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

350人

400人

訪問実績 認知度

① 「開成山公園」「開成山大神宮」「猪苗代湖」の訪問実績は９割を超えているが、日本遺

産認定の認知度は７割程度である。 

② 訪問実績の低い施設等を訪れる人の日本遺産認定の認知度は高い。 

→広く一般に知られている構成文化財（開成山公園等）を訪れる人の日本遺産認定の認知度

が低いことから、これらの人をターゲットに日本遺産認定や日本遺産ストーリーを訴求して

いくことが効果的である。 

第２章 本市の日本遺産に関する取組みについて                 
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問 10 郡山市では「日本遺産ストーリー」の動画を制作し、出前講座やイベントで放映す

るほか、DVD での貸し出しや YouTube 投稿を通して、様々な機会にご覧いただいてい

ます。 

動画「未来を拓いた『一本の水路』」を見たことがありますか？（１つ選択） 

                              （回答者数：367人） 
 

① 【問 10 動画視聴】    ②【問 10 動画視聴×年代別】年代別の視聴状況を比較 

  

 

 

 

 

③【問 10 動画視聴×問２認知度】動画視聴実績がある人のうち、 
どれくらい安積開拓・安積疏水を認知しているか 

 

 

 
 

 

 

 

85.6%

91.9%

98.2%

12.1%

8.1%

1.8%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがない(132人)

見たことはないが見てみたい(123人)

見たことがある(112人)

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

① 回答者のうち 7 割近くの人が、日本遺産ストーリーの動画を「見たことがない」と答え

ている。 

② 30 代以上の全ての世代において、3 割以上の人が「見てみたい」と答えている。 

③ 動画を「見たことはない」と答えた人でも、8 割以上の人が安積開拓・安積疏水を認知

している。 

→制作した動画の活用方法について検討する必要がある。 

30.8%

45.5%

36.4%

35.4%

20.9%

15.4%

33.3%

30.8%

33.3%

42.9%

30.3%

33.0%

30.8%

20.0%

38.5%

21.2%

20.8%

34.3%

46.2%

53.8%

46.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

見たことがある 見たことはないが見てみたい 見たことがない

見たことがある

112人(30.5%)

見たことはない

が見てみたい

123人(33.5%)

見たことがない

132人(36.0%)
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問 11 「日本遺産ストーリー」を身近に感じるようになるため、特に取り組んで欲しい事

はなんですか？（３つまで選択）             （回答者数：367 人） 
 
① 【問 11 取組要望】今後の取組要望を調査 

 
② 【問 11 取組要望×問５関心度】取組要望を安積開拓・安積疏水の関心度別に比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

197人

(53.7%)

138人

(37.6%)
121人

(33.0%) 103人

(28.1%)
91人

(24.8%)
88人

(24.0)
77人

(21.0%)
66人

(18.0%)
60人

(16.3%)

59人

(16.1%) 46人

(12.5%) 24人

(6.5%)

0人

50人

100人

150人

200人

16.7%

15.2%

16.9%

6.7%

16.7%

18.2%

14.8%

26.4%

20.4%

18.2%

18.8%

15.7%

50.0%

45.7%

61.0%

58.3%

57.6%

50.6%

53.4%

57.1%

51.5%

57.9%

53.6%

53.8%

29.2%

32.6%

20.3%

30.0%

22.7%

27.3%

27.3%

15.4%

27.2%

22.3%

23.9%

26.4%

4.2%

6.5%

1.7%

5.0%

3.0%

3.9%

4.5%

1.1%

1.0%

1.7%

3.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店舗等掲示(24人)

小説化・漫画化(46人)

案内板・説明板(59人)

ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ活用(60人)

ｲﾍﾞﾝﾄ(66人)

周遊観光ﾙｰﾄ周知(77人)

ﾂｱｰ・ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ(88人)

講座・講演会(91人)

ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ紹介(103人)

ﾃﾚﾋﾞ・新聞(121人)

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ・ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ(138人)

学校教育(197人)

非常に関心がある 関心がある あまり関心がない 全く関心がない

① 取組要望としては、過半数の人が「学校での歴史教育」を選択した。 

② 「講座・講演会の開催」、「案内板・説明板の充実」及び「テレビ・新聞での PR」を選択

した人の８割程度が、安積開拓・安積疏水に対し関心を持っている。 

  を持つ人であり、最も数値が高かった。 
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問 12 「日本遺産ストーリー」を発信し、郡山市を訪れる人を増やすため、特に取り組ん

で欲しい事はなんですか？（３つまで選択）        （回答者数：367 人） 

① 【問 1２取組要望】今後の訪問者増加のための取組要望を調査 

 

② 【問 12 取組要望×年代別】取組要望を年代別で比較 

③ 【問 12 取組要望×問５関心度】今後の取組要望を日本遺産への関心度別に比較 

 
 

  

 

166人

(45.2%)
153人

(41.7%)

129人

(35.1%)
104人

(28.3%)
90人

(24.5%)

85人

(23.2%)
76人

(20.7)

75人

(20.4%)
59人

(16.1%)

48人

(13.1%)

0人

50人

100人

150人

200人

0%

4%

8%

12%

16%

20%

関心がある

関心がない

① 回答者のうち 4 割以上が「関連施設整備」、「観光資源開発」と回答している。 

② 40 代以外の全世代で、「関連施設整備」が最も高くなっている。 

※「％」は各年代の回答者数に占める割合 

10-20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

関連施設整備 53.3% 51.3% 30.8% 45.5% 50.6% 51.5% 69.2%

観光資源開発 33.3% 48.7% 45.1% 44.4% 32.5% 42.4% 38.5%

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ活用 6.7% 33.3% 42.9% 35.4% 37.7% 27.3% 23.1%

教育旅行誘致 26.7% 30.8% 29.7% 22.2% 27.3% 39.4% 38.5%

交通手段充実 20.0% 7.7% 20.9% 25.3% 24.7% 39.4% 61.5%

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ充実 6.7% 17.9% 19.8% 20.2% 32.5% 27.3% 38.5%

案内板等多言語化 26.7% 25.6% 16.5% 15.2% 31.2% 3.0% 53.8%

観光ｶﾞｲﾄﾞ育成 33.3% 7.7% 18.7% 17.2% 22.1% 30.3% 46.2%

お土産品開発 13.3% 28.2% 17.6% 13.1% 14.3% 9.1% 23.1%

周遊観光整備 0.0% 15.4% 12.1% 11.1% 14.3% 27.3% 0.0%
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問 13 「日本遺産ストーリー」を PR するために、どのような商品であれば効果的だと思

いますか？（３つまで選択）                （回答者数：367 人） 
 
① 【問 13 商品化要望】日本遺産 PR に必要な商品化の意向調査 

  

② 【問 13 商品化要望×年代別】商品化要望を年代別で比較 

 

  

③ 【問 13 商品化要望×関連商品開発実績】商品化の要望と開発実績を比較 

  

 

 

178人

(48.5%) 141人

（38.4％） 120人

（32.7％）
113人

（30.8％）
97人

（26.4％）
84人

（22.9％）
72人

（19.6％）
68人

（18.5％）

0人

50人

100人

150人

200人

10-20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

和菓子 40.0% 46.2% 54.9% 37.4% 50.6% 60.6% 61.5%

お酒 46.7% 35.9% 39.6% 37.4% 39.0% 39.4% 30.8%

お茶・珈琲・飲料 40.0% 51.3% 29.7% 38.4% 26.0% 27.3% 0.0%

洋菓子 13.3% 41.0% 31.9% 36.4% 28.6% 12.1% 30.8%

ﾀｵﾙ、手ぬぐい 26.7% 28.2% 19.8% 21.2% 31.2% 42.4% 38.5%

お弁当 20.0% 35.9% 23.1% 23.2% 18.2% 12.1% 38.5%

文房具 6.7% 12.8% 23.1% 18.2% 28.6% 12.1% 7.7%

生活雑貨 33.3% 7.7% 13.2% 20.2% 23.4% 18.2% 30.8%

178人

141人
120人 113人

97人
84人

72人 68人

11件

2件

7件

11件

4件

1件
2件

8件

0件

3件

6件

9件

12件

15件

0人

50人

100人

150人

200人

商品化要望

実績

※「％」は各年代の回答者数に占める割合 

① 商品化要望としては、「和菓子」が多く、年代別でみても、全ての年代において高い値を

示している。 

② 「お酒」、「お弁当」、「文房具」の商品化要望がある一方で、開発実績に結びついていな

い。 

→一本の水路ブランド認証事業を有効に活用し、関連商品の開発を促す必要がある。 

※実績値は日本遺産ブランド認証産品数より算出 
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問 14 「日本遺産ストーリー」を企業や市民活動団体等と連携し PR するための「一本の

水路ブランド認証事業」があることを知っていますか？（１つ選択） 

（回答者数：367 人） 
 
① 【問 14 認知度】        ②【問 14 認知度×年代】年代別の認知度を比較 

  

 

 

 

 

② 【問 14 認知度×性別】性別で認知度を比較 

 

 
 
 

 

 

23.1%

23.4%

31.1%

31.8%

45.8%

44.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（212人）

男性

（154人）
知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

全く知らない

①  回答者のうち半数近くが「全く知らない」と回答。 

② 年代別でみると、40 代から 70 代までは 2～4 割程度の人が「知っている」と答えて

いるが、10 代から 30 代と 80 代以上の認知度が低いことが分かる。 

③ 性別による認知度の偏りは無いことが分かる。 

→関連商品の開発を促進するためにも、「一本の水路ブランド認証事業」自体のブランディ

ングを行っていく必要がある。 

知っている

85人

（23.2%）

聞いたことはある

が内容は知らない

115人（31.3%）

全く知らない

167人（45.5%）

7.7%

39.4%

27.3%

25.3%

19.8%

15.4%

6.7%

38.5%

24.2%

37.7%

35.4%

29.7%

20.5%

20.0%

53.8%

36.4%

35.1%

39.4%

50.5%

64.1%

73.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80代以上

（13人）

70代

（33人）

60代

（77人）

50代

（99人）

40代

（91人）

30代

（39人）

10-20代

（15人）

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない
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問 15 問 14 で「知っている」と答えた方のみお答えください。 

「一本の水路ブランド認証事業」でブランド認証を受けている産品を購入したことはあ

りますか？（1 つ選択）                   （回答者数：85 人） 
 
① 【問 15 購入経験】        ②【問 15 購入経験】性別で比較する 

 

 

 

 

問１６ 問１５で「購入したことがある」と答えた方のみお答えください。 

どのような商品を購入されましたか？            （回答者数：３3 人） 
 
① 【問 16 購入商品】  

 

 

①  4 割程度の人が「購入したことがある」と回答。 

② 性別でみると、相対的に女性の方が、購買意欲が高い。 

→女性に「一本の水路ブランド認証事業」を認知してもらうことが、消費行動の促進につな

がる。 

① 5 割を超える人が「和菓子」と回答。 

→これら以外の商品についても、より積極的にＰＲしていく必要がある。 

購入したこと

がある

33人

(38.8%)

購入したことがない

31人(36.5％)

購入したことは

ないが購入して

みたい 21人

(24.7%)

40.8%

36.1%

30.6%

44.4%

28.6%

19.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（49人）

男性

（36人）

購入したことがある

購入したことがない

購入したことはないが購入してみたい

17人

(51.5%)
15人

（45.5％）

7人

（21.2％） 3人

（9.1％）

3人

（9.1％）
2人

（6.1％）
1人

（3.0％）

0人

5人

10人

15人

20人

25人
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問１７ 問１４で「知っている」と答えた方のみお答えください。 

「一本の水路ブランド認証事業」でブランド認証を受けている活動に参加したことはあ

りますか？                     （回答者数：85 人） 
 
① 【問 17 参加経験】         ②【問 17 参加経験】性別で比較する 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 半数以上が「参加したことがある」又は「参加してみたい」と回答。 

② 性別でみると、相対的に女性の方が、参加意欲が高い。 

→女性をターゲットに訴求するイベントを充実させることが参加者増加に効果的である。 

参加したことが

ある

24人(28.2％)

参加したことがない

40人(47.1％)

参加したことは

ないが参加して

みたい

21人(24.7%)

28.6%

27.8%

42.9%

52.8%

28.6%

19.4%

0% 50% 100%

女性

（49人）

男性

（36人）

参加したことがある

参加したことがない

参加したことはないが参加してみたい
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問 18 郡山市全体で「日本遺産ストーリー」を盛り上げるために、次のうち、あなたが

取り組んでみたい事はありますか？（３つまで選択）     （回答者数：367 人） 
 
① 【問 18 活動意欲】日本遺産に関わる活動意欲を調査 

 

② 【問 18 活動意欲×年代別】活動意欲を年代別で比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19人(5.2%)

46人(12.5%)

53人(14.4%)

154人(42.0%)

156人(42.5%)

180人(49.0%)

0人 40人 80人 120人 160人 200人

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞになる

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ等で情報発信する

環境整備に協力する

ｲﾍﾞﾝﾄに参加する

出前講座・ﾊﾞｽﾂｱｰに参加する

ｳｪﾌﾞｻｲﾄや本で調べる

10-20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

ｳｪﾌﾞｻｲﾄや本で調べる 46.7% 51.3% 40.7% 53.5% 54.5% 42.4% 53.8%

出前講座・ﾊﾞｽﾂｱｰに参加する 20.0% 20.5% 37.4% 39.4% 51.9% 75.8% 53.8%

ｲﾍﾞﾝﾄに参加する 20.0% 33.3% 40.7% 38.4% 53.2% 51.5% 38.5%

環境整備に協力する 0.0% 10.3% 18.7% 11.1% 16.9% 15.2% 23.1%

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ等で情報発信する 20.0% 15.4% 12.1% 12.1% 13.0% 9.1% 7.7%

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞになる 6.7% 2.6% 4.4% 2.0% 11.7% 6.1% 0.0%

① 活動意欲としては、「ウェブサイトや本で調べる」と回答した人の割合が５割程度となっ

ている。 

→日本遺産に関する取組に興味・関心を持つ層を増やしていくためには、ウェブサイトの 

アクセシビリティ向上や発信する情報の充実、パンフレット等の配架場所の工夫など、日本 

遺産ストーリーに触れる機会を増やすことが重要である。 

※「％」は各年代の回答者数に占める割合 
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問 19 「日本遺産ストーリー」には、関連する様々なサブストーリーや事実がありま 

す。次のうち、あなたが興味のあるものはどれですか？（３つまで選択） 

                              （回答者数：367 人） 

① 【問 19 関連ストーリー】どんな関連ストーリーに興味があるか 

 

② 【問 19 関連ストーリー×年代別】興味のある関連ストーリーを年代別に比較 

 

 

 

10-20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

（ア） 40.0% 69.2% 62.6% 53.5% 42.9% 42.4% 53.8%

（イ） 26.7% 46.2% 44.0% 51.5% 41.6% 51.5% 38.5%

（ウ） 46.7% 35.9% 38.5% 28.3% 36.4% 21.2% 30.8%

（エ） 6.7% 30.8% 25.3% 34.3% 31.2% 21.2% 15.4%

（オ） 13.3% 12.8% 18.7% 15.2% 33.8% 48.5% 46.2%

（カ） 20.0% 10.3% 20.9% 19.2% 35.1% 21.2% 23.1%

（キ） 20.0% 7.7% 14.3% 27.3% 14.3% 12.1% 7.7%

（ク） 13.3% 17.9% 16.5% 20.2% 14.3% 15.2% 0.0%

（ケ） 6.7% 10.3% 16.5% 10.1% 16.9% 12.1% 15.4%

（コ） 0.0% 0.0% 5.5% 8.1% 18.2% 12.1% 23.1%

※「％」は各年代の回答者数に占める割合 

① 回答者の半数程度が「開成山大神宮」や「日本最古の染井吉野」の関連ストーリーに興

味を示しており、年代別にみても幅広い年代において興味が示されている。 

② 10-20 代においては「大久保利通」「開成山大神宮」の関連ストーリーに興味を示す人

が多かった。 

→一般的に知名度が低い事象の関連ストーリーに対しては、興味を示さない傾向がある。 

(ア) 開成山大神宮は伊勢神宮（三重県）から唯一御分霊を受けている 

(イ) 開成山公園内に日本最古の染井吉野がある 

(ウ) 大久保利通は、暗殺された朝に福島県令（現知事）と安積開拓の話をしていた 

(エ) 渋沢栄一が沼上発電所や磐越西線の建設に投資していた 

(オ) 安積開拓当時、開拓のため全国９藩から約 2,000 人の士族が入植した 

(カ) 太平洋戦争時にファン・ドールン像を裏山に隠した（隠されたオランダ人） 

(キ) 郡山宿も戊辰戦争の影響を受けていた 

(ク) 坂本龍馬の義弟が安積開拓をきっかけに郡山に入植していた 

(ケ) 沼上発電所は日本で初めて長距離高圧送電に成功した 

(コ) 小林久敬や渡辺閑哉など、江戸時代から安積疏水の構想を抱いている人がいた 

123人

(33.5%)

197人

(53.7%)

82人

(22.3%)

167人

(45.5%)

34人

(9.3%)

103人

(28.1%) 60人

(16.3%)

62人

(16.9%)

87人

(23.7%) 49人

(13.4%)

0人

50人

100人

150人

200人

250人

（ア）    （イ）    （ウ）      （エ）     （オ）    （カ）    （キ）      （ク）   （ケ）  （コ） 

：45％以上 ：30％以上
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問 20 その他、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。（自由記述） 
 

企業誘致、類似都市や企業との連携に結びつける為、郡山市の近代史の情報発信が必要

だと感じます。相手方都市の近代史を学び、理解する事も大事です。相互に理解する事が

良い連携に繋がるのではないでしょうか。              （50 代男性） 

県外の方に広めるのは、お土産が有効だと思います。ラッピングに安積疏水の簡単な説

明など、興味を持って貰えるように明記して欲しいです。 全国の駅で、全国銘菓のイベ

ントなどを開催している時に安積疏水を紹介する。 安積疏水の解説をクリアファイルに

明記して貰えたら仕事の合間など時間がある時に読んで貰えると思う。 （50 代女性） 

「郡山は歴史がない」「観光する場所がない」とよく言われてしまいます。 もっとアピ

ールをして、観光客誘致を目指すべきだと思います。 県内は台湾人の来県が多いようで

すし、駐車場や各施設へのアクセス道路をきちんと整備し、『ただ宿泊する場所』から

『目的地』となるべきです。                    （30 代男性） 

郡山市は行政自らが音楽都市として力を入れ、それの宣伝や活動は多い。しかしそれ以

外の分野（美術、社会科学、自然科学、工学など）の学習セミナーや宣伝は不足している

と思われる。今の時代はコンピューター電子工学、デザイン等の動く活動がメインの社会

の流れがあると感じている。歴史事実などの昔の探索は、主流から外れた一部の人の関心

事であり、昔の都市形成の歴史を知る事は、これからの郡山市の発展に結びつくのか疑問

である。郡山市の今後の発展を計画するなら、すべての分野にそれなりに力を入れるので

なく、未来方針の取捨選択をして方向性を決めるべき。郡山市の歴史を知る事は大事だ

が、その知った事をどう生かすのか市民にＰＲすべき。        （70 代男性） 

最後の質問の各選択肢について、分からないものが多かったが、どれもとても興味があ

る。このような事実があるのなら、読みやすい絵本にして学校に置いたり、有志のアニメ

ーターを募ってアニメを作ったりして、もっと多くの人に知ってもらいたい。 

（40 代男性） 

当時としては、莫大な資金を投入して工事が行われ、九州からの入植者等により行われ

た安積疏水工事が郡山市の発展の礎となっている。郡山市民だけでなく観光として多くの

方に現地に足を運んでもらえるよう周遊できる公共交通機関の整備、ガイドの育成、PR

商品の販売を行って欲しい。                    （60 代男性） 

 小学生の時に授業で知ったことより、大人になってからの体験はまた違って興味深かっ

たです。 水路案内のボランティアの方は熱海頭首工までですが、とても親切に説明して

頂きました。田子沼分水工はあまり入ることの出来ない水路の施設で、階段を下りる時は

ドキドキしました。 玩具のガチャガチャは興味関心を引きやすいし、どこでも手軽にす

ることが出来るし、キャラ化するのも面白いかなと思いました。    （50 代女性） 

こどもが小さい頃（小学校くらいまで）スタンプラリーや猪苗代湖清掃、疏水事務所の

イベントに参加しました。郡山の発展は安積疏水あっての事だと思います。郡山の人たち

の開拓スピリッツはここから始まっていると思うので、これから大人になるこども達にも

色々感じて欲しいと思っています。                （40 代女性） 

 


